
 

 

ウイルス性胃腸炎 

1 歳児 小鳥組 1 名（本日５月１２日現在） 

 

１歳児小鳥組で木曜日からおう吐から嘔吐があったお子さんがウイルス性胃腸炎と診断され

ました。他クラスでも便が緩めなどの様子も聞きます。下痢・おう吐や熱と下痢のみ、おう吐の

み、食欲不振、腹痛などその症状は様々です。 

ウイルス性胃腸炎の中には、ノロウイルス、ロタウイルス、アデノウイルス感染症など（厚労

省ガイドライン）が含まれ、子どもはかなりしんどい思いをします。「これぐらい大丈夫…」と

思われず、子どものしんどさの軽減、感染拡大防止のためにも気がかりな症状があれば受診して

いただけるようお願いします。 

医師によっては「下痢でもおむつの始末と手洗いをしっかりしていれば感染拡大はしない」と

おっしゃり、登園が許可される場合もありますが、保育園の生活の実態として、急にオムツから

あふれるばかりの下痢があった場合、他児が近くにいる状態で、突然のおう吐がある場合は防ぎ

ようがありません。 

 

厚労省のガイドラインでは再登園の基準はおう吐・下痢などの症状が治まり、普段の食事が

できることとなっています。登園される前に、お家で出た便がある程度固まっていることを確

認して、登園してください。また、お腹の風邪と診断されるケースでも全身の健康状態やご自宅

での普通便の確認をされてからの登園をお願いします。 

 

 

 

令和７年５月１２日 

３号 
保 健 だ よ り 二条保育園 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


